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改
選
後
、
初
と
な
る
十
二
月
定
例
会
は
12
月

9
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
定
例
会
初
日
の
１２
月
９
日
、
本
会
議
終
了

後
に
原
市
長
は
体
調
不
良
を
訴
え
、
医
療
機
関
を

受
診
、
出
雲
市
内
の
病
院
に
緊
急
入
院
と
な
る
波

乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。 

更
に
市
長
不
在
の
定
例
会
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
12
月
16
日
の
早
朝
、
市
長
が
入
院
先
の
病

院
で
傷
害
事
件
を
起
こ
し
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う

前
代
未
聞
の
事
態
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
12
月
21
日
の
午
後
、
原
市
長
（
代
理
）

か
ら
佐
藤
隆
司
議
長
宛
に
辞
職
願
が
提
出
さ
れ

受
理
さ
れ
ま
し
た
。
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
議
長

は
選
挙
管
理
員
会
に
通
知
、
こ
れ
を
受
け
て
選
挙

管
理
委
員
会
は
50
日
以
内
に
市
長
選
挙
を
執
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

年
末
年
初
は
、
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
、
コ

ロ
ナ
対
策
な
ど
差
し
迫
っ
た
業
務
が
多
く
あ
り
、

行
政
の
停
滞
や
混
乱
で
市
民
生
活
に
悪
影
響
が

出
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

   

十
二
月
定
例
会
は
改
選
後
の
初
の
定
例
会
で

す
。
９
日
の
初
日
に
は
、
①
副
市
長
に
吉
山
治
氏

（
県
職
OB
）
を
選
任
す
る
こ
と
、
②
条
例
そ
の

他
、
③
十
二
月
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

副
市
長
の
選
任
は
、
全
議
員
賛
成
で
可
決
、
同

日
付
で
吉
山
副
市
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
補
正

予
算
ほ
か
の
議
案
は
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ

れ
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
15
日

か
ら
付
託
を
受
け
た
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
を

経
て
、
全
議
案
を
会
最
終
日
に
可
決
し
ま
し
た
。 

                    

国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
約
11
億
2
千
万
円

と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
総
額
で
22
億
4
千
7

百
万
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

10
日
か
ら
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
19
人
の
議

員
中
16
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。
7
人
の
新
人
議

員
全
員
及
び
元
職
1
人
、
現
職
8
人
が
一
般
質

問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
諸
問
題
、
課

題
に
つ
て
論
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
開
か
れ
た

議
会
、
多
様
性
の
観
点
か
ら
活
発
な
議
会
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
し
ま
す
。
昨
年
、
議
論

し
た
「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
が
多
少
な
り
と
も

改
善
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

改
選
後
、
11
月
30
日
に
開
会
さ
れ
た
臨
時
会

に
お
い
て
正
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。
議
長
に

は
佐
藤
隆
司
氏
（
木
次
町
、
59
歳
）
、
副
議
長
に

は
矢
壁
正
弘
氏
（
大
東
町
、
63
歳
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
次
の

通
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

                 

定
例
会
初
日
に
あ
っ
た
市
長
施
政
方
針
に
お

い
て
三
刀
屋
町
中
心
市
街
地
に
建
設
予
定
の
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
令
和
４
年
４
月
着
工
、
令
和
５

年
４
月
開
業
で
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
合
意

し
た
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
前
速
水
市
長
時
代
に
松
江
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ

か
ら
話
の
あ
っ
た
「
松
江
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
チ

ー
ム
設
立
」
構
想
※
に
つ
い
て
、
松
江
シ
テ
ィ
Ｆ

Ｃ
か
ら
設
立
を
断
念
し
た
旨
、
１２
月
初
旬
に
連

絡
が
あ
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

施
政
方
針
に
あ
る
①
厳
し
い
財
政
事
情
、
②
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
検
証
、
等
を
受
け
相
互
認

識
に
相
違
が
あ
っ
た
と
し
て
松
江
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ

側
が
断
念
の
判
断
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

受
入
準
備
を
進
め
て
い
た
大
東
町
の
関
係
者
、

そ
し
て
何
よ
り
も
大
東
高
校
へ
の
進
学
準
備
を

進
め
、
将
来
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
夢
見
て
い
た
生

徒
へ
の
対
応
も
し
っ
か
り
と
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
も
十
分
な
議
論
が
必
要
で
す
。 

※
松
江
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
設
立
構
想
＝
松
江
シ
テ

ィ
Ｆ
Ｃ
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
加
盟
を
目
指
し
て
松
江

を
拠
点
に
活
動
中
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
。
そ
の
下
部
組
織
と
な

る
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
（
Ｕ
‐
18
、
18
歳
以
下
の
選
手
で
構
成
さ

れ
る
チ
ー
ム
）
を
来
年
４
月
、
雲
南
市
大
東
町
に
立
ち
上
げ
る

予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

    

中
林
た
か
し
は
新
市
長
に
対
し
施
政
方
針
を

質
す
一
般
質
問
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
市
長
が

緊
急
入
院
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
て
い

た
市
長
答
弁
書
を
副
市
長
が
代
読
す
る
形
式
と

な
り
ま
し
た
。
質
問
相
手
が
不
在
で
核
心
に
迫
る

議
論
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。 

 

問 本
市
の
抱
え
る
最
大
の
課
題
を
何
と
捉
え
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
考
え
か
。 

答
（
副
市
長
） 

人
口
減
少
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
、
健
全
な
行
財
政
運
営
の
3
点
だ
。
総
合
計

画
、
総
合
戦
略
を
基
に
市
政
運
営
を
進
め
る
。 

問 若
者
や
子
育
て
世
代
の
定
着
や
市
外
か
ら
の

流
入
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。 

答
（
副
市
長
） 

相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り
、
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
、
教
育
と
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
。
ま
た
、

育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。 

問 相
談
を
充
実
さ
せ
て
も
働
く
と
こ
ろ
が
無
か

っ
た
り
活
気
が
な
け
れ
ば
若
者
は
出
て
い
く
。 

答
（
副
市
長
） 

合
併
協
で
議
論
し
た
働
く
場
の
確
保
や
産
業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
波
乱
の
師
走
議
会 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 

主
な
十
二
月
補
正
予
算 

ホ
テ
ル
は
着
工
、
サ
ッ
カ
ー
白
紙
へ 

副
市
長
人
事
な
ど
可
決 

 

単位：千円

主な１２月補正事業 補正前 補正額 補正後 内　容

ふるさと納税推進事業 114,138 72,905 187,043
寄付増に伴う
経費

雲南市飯南町事務組合
負担金（CATV事業）

254,655 1,601,806 1,856,461
FTTH化整備
事業負担金

雲南市飯南町事務組合
負担金（清掃事業）

1,191,198 20,595 1,211,793
旧加茂町不燃物

処理場解体工事

電算総務管理事業 298,290 15,394 313,684
コロナ対策分散勤

務用パソコン等

介護給付・訓練等給付事業 1,062,000 13,100 1,075,100
介護給付・訓練
等給付増加

有害鳥獣捕獲奨励事業 48,910 9,800 58,710
序格闘数増加に
よる奨励金増

中小企業支援事業補助金 201,400 △148,000 53,400
緊急事態宣言消

費活動減退対策

キャッシュレス決済消費
喚起支援事業

0 22,800 22,800
キャッシュレス決済喚

起のポイント費用等

公立学校情報機器整備
事業

0 331,001 331,001
GIGAスクール用
端末整備費

十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問 

議
会
の
新
体
制
ス
タ
ー
ト 

 

◎ 松林孝之 ◎ 中村辰眞 ◎ 白築俊幸
〇 上代和美 〇 足立昭二 〇 中林孝

藤原信宏 矢壁正弘 細田実
周藤正志 原祐二 宇都宮晃
鶴原能也 梶谷佳平 上代純子
安田栄太 多賀法華 児玉幸久

常任委員会の構成（◎委員長　〇副委員長）

産業建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

総務
常任委員会
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振
興
の
考
え
方
は
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
各
種
計

画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

問 前
市
政
の
何
を
承
継
し
、
何
を
承
継
し
な
い
か
、

具
体
的
な
説
明
を
聞
く
。 

答
（
副
市
長
） 

速
水
市
政
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
街
づ
く
り
を

土
台
と
し
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
変
化
に
適
切

に
対
応
し
な
が
ら
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
総
合
計
画
、
総
合
戦
略

を
基
本
と
し
つ
つ
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、
将

来
的
な
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。 

問 公
約
に
あ
っ
た
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
費
用
対
効
果
の
点
で
精
査
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
念
頭
に
あ
る
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何

か
。 答

（
副
市
長
） 

食
の
幸
発
信
事
業
と
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て
、

事
業
の
目
的
や
投
資
に
見
合
う
だ
け
の
効
果
が

あ
る
か
を
精
査
し
、
最
終
的
な
市
の
方
針
を
定
め

た
い
。 

問 前
溝
口
知
事
は
三
江
線
の
廃
止
論
議
の
際
、
路

線
存
続
に
消
極
的
な
態
度
で
非
常
に
残
念
な
思

い
を
し
た
。
市
長
は
木
次
線
対
策
を
積
極
的
に
進

め
る
考
え
が
あ
る
か
。 

答
（
副
市
長
） 

木
次
線
と
ト
ロ
ッ
コ
列
車
対
策
に
つ
い
て
、
沿

線
自
治
体
と
関
係
機
関
は
一
体
と
な
っ
て
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
10
月
、
丸
山
知
事

は
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
し
状
況
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
広
島
県
知
事
と
も
木
次
線
と
芸
備
線
の
存

続
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
今
後
も
知
事
と
沿
線

自
治
体
の
首
長
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
だ
。 

問 市
長
答
弁
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
現
場
」
と
「
寄

り
添
う
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
木
次
線
に
つ
い
て

も
現
場
に
出
か
け
、
寄
り
添
う
姿
勢
で
取
組
ま
れ

る
か
。 

答
（
副
市
長
） 

そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
と
思
う
。 

問 Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
赤
字
転

落
し
た
。
先
般
の
米
子
支
社
長
の
会
見
で
も
木
次

線
に
厳
し
い
見
方
を
示
さ
れ
た
。
市
長
の
木
次
線

存
続
、
活
性
化
に
取
り
組
む
決
意
を
伺
う
。 

答
（
副
市
長
） 

通
勤
等
の
生
活
交
通
や
ツ
ア
ー
造
成
に
よ
る

観
光
利
用
に
よ
り
誘
客
事
業
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
鉄
道
事
業
法
改
正
に
向
け

た
取
組
み
を
県
及
び
沿
線
自
治
体
と
連
携
を
取

っ
て
進
め
て
い
く
考
え
だ
。 

問 鉄
道
事
業
法
の
再
改
正
は
必
要
な
こ
と
、
是
非

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
誘
客
事
業

の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が

大
き
な
武
器
と
な
る
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
後
継
車

両
に
つ
い
て
交
渉
状
況
は
ど
う
か
。 

答
（
副
市
長
） 

今
年
7
月
に
行
わ
れ
た
県
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

協
議
に
お
い
て
、
現
行
車
両
は
令
和
3
年
度
ま

で
運
行
し
、
令
和
4
年
度
以
降
の
運
行
は
難
し

い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
県
選
出
の

国
会
議
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
運
行
継
続
の
要

望
活
動
を
つ
づ
け
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協

議
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
。
代
替
車
両
を
活
用

し
令
和
4
年
度
以
降
の
運
行
、
後
継
車
両
の
整

備
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。 

問 澄
田
知
事
は
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
が
、
一
方
、
財
政
規
律
は
乱
れ
た
。
そ
の

後
着
任
さ
れ
た
溝
口
知
事
は
、
財
政
健
全
化
に
努

力
さ
れ
た
。
両
知
事
の
財
政
に
対
す
る
考
え
方
は

両
極
端
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど
う
評
価
し
、
そ

の
こ
と
を
雲
南
市
に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
考

え
か
。 

答
（
副
市
長
） 

澄
田
知
事
は
日
本
経
済
が
好
調
な
時
期
に
大

型
事
業
を
進
め
ら
れ
、
一
方
、
溝
口
知
事
は
人
口

が
減
少
し
て
い
く
中
、
緊
縮
財
政
に
努
め
ら
れ
た
。

両
知
事
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
合
わ
せ
て
懸

命
に
取
り
組
ま
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
そ

し
て
現
在
、
経
済
成
長
が
見
込
め
な
い
中
に
あ
り
、

将
来
を
見
通
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て
危
機
感

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。 

問 バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
日
本
は
未
曽
有
の
不
景
気

に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
平
成
13
年
こ
ろ

島
根
県
は
財
政
支
出
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
。
日
本

全
国
の
流
れ
と
逆
行
し
た
財
政
運
営
に
つ
い
て

ど
う
捉
え
る
か
。 

答
（
副
市
長
） 

国
の
財
政
が
厳
し
く
な
っ
た
中
で
、
島
根
県
は

遅
れ
て
き
た
。
当
時
、
原
市
長
と
私
（
吉
山
）
は

県
の
財
政
課
に
在
籍
し
て
い
た
。
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
危
機
は
あ
っ
た
も
の
の
国
か
ら
の
大
き
な

支
援
が
あ
っ
た
。
先
を
見
る
と
い
つ
ま
で
も
続
か

な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
か

ら
も
っ
と
財
政
運
営
を
厳
し
く
考
え
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
思
う
。
一
方
、
当
時
建
設
さ
れ
た
施
設

が
地
域
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

決
し
て
無
駄
で
も
な
か
っ
た
。 

問 所
信
表
明
に
よ
れ
ば
令
和
3
年
度
当
初
予
算

は
近
年
に
比
べ
て
10
億
円
弱
減
少
す
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。
財
政
規
律
は
必
要
だ
が
市
民
経

済
や
市
民
生
活
（
コ
ロ
ナ
対
策
や
老
朽
化
し
た
学

校
施
設
の
修
繕
等
）
に
支
障
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。 

答
（
副
市
長
） 

本
年
度
進
め
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
、
木

次
こ
ど
も
園
、
永
井
隆
記
念
館
な
ど
大
型
普
通
建

設
事
業
が
お
お
む
ね
終
了
す
る
こ
と
か
ら
減
額

と
な
る
。
従
っ
て
、
来
年
度
予
算
の
縮
小
が
直
接

的
に
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。 

問 市
長
、
副
市
長
と
も
県
の
財
政
課
に
在
籍
さ
れ

て
い
た
経
験
を
雲
南
市
政
に
反
映
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。
財
政
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
を
伺
う
。 

答
（
副
市
長
） 

近
年
続
い
た
大
型
普
通
建
設
事
業
に
よ
り
借

入
金
の
残
高
が
増
加
、
令
和
5
年
度
以
降
返
済

額
が
5
億
円
程
度
増
加
す
る
見
込
み
だ
。
結
果

と
し
て
一
般
財
源
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
。
将

来
的
に
交
付
税
の
減
額
や
コ
ロ
ナ
に
よ
る
税
収

落
ち
込
み
な
ど
不
透
明
な
状
況
が
続
く
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
費
用
対
効
果
の
視
点
で
健
全
な

財
政
を
進
め
た
い
。 

問 今
後
、
財
政
指
数
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な
い
健

全
化
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
う
考
え
る
か
。 

答
（
副
市
長
） 

正
直
、
厳
し
い
問
題
だ
。
今
あ
る
姿
、
本
来
あ

る
姿
を
考
え
市
民
の
皆
様
に
理
解
し
て
頂
く
必

要
が
あ
る
。 

問 身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
と
い
う
の
は
理
解
で

き
る
が
縮
小
均
衡
ば
か
り
で
は
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。
時
に
は
財
政
支
出

が
必
要
な
場
面
も
あ
る
の
で
は
。 

答
（
副
市
長
） 

将
来
を
見
通
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
必
要
な
事
業
（
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
や
学
校
施
設
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
）
は
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
守
り
と
攻
め
の
政
策
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
。 

問 均
衡
あ
る
発
展
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
我
慢

を
強
い
ら
れ
た
地
域
も
あ
る
。
ど
う
対
処
す
る
か
。 

答
（
副
市
長
） 

6
町
村
が
持
つ
多
様
な
資
源
や
市
民
力
を
生

か
し
魅
力
を
高
め
、
実
情
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
地
域
の
主
体

的
な
取
組
を
尊
重
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
く
。 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
一
年
だ
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
市
役
所
に
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事

が
起
き
ま
し
た
。
来
年
は
丑
年
、
牛
は
元
来
、
神

様
の
遣
い
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
動
物
で

す
。
来
年
は
神
様
の
ご
利
益
に
あ
や
か
り
コ
ロ
ナ

退
治
と
平
穏
な
社
会
に
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

ま
た
、
雲
南
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
畜
産
業
が

一
層
飛
躍
し
、
再
来
年
の
和
牛
能
力
共
進
会
で
は

優
秀
な
成
績
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
来
年
が

皆
様
に
と
り
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
良

い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

（
た
か
し
） 


